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　２月１６日（日）総合福祉会館において、総勢９７名の方に参加していただき、災害ボランティアセンター開

設訓練を実施しました。

　内容は、下記のとおり災害ボランティアセンター一連の流れを継続して行う実践的な訓練を行いました。　

また、南海トラフ巨大地震に備えての注意点や赤穂市の災害への取り組みについての研修を行いました。

　今回新たに出てきた課題の解決に向けて検討をすすめ、非常時に円滑に活動が行えるよう、今後も取り組

んでいきます。

①ボランティア受付
登録カードを記入し、ボランティア

の登録を行います。

②オリエンテーション
活動についての注意点を説明しま

す。

③マッチング
被災者から出されているニーズと活

動を行うボランティアの調整を行い、

グループを作ります。グループができ

ると、活動内容の説明を行います。

活動は基本的には何人かのグ

ループで行い、その中のリーダー

の指示に従い、活動を行います。

活動先へ

災害ボランティア登録者募集中！！
赤穂市ボランティアセンターでは、災害時に迅速にボラ

ンティア活動を行うことができるように、災害ボランティ

アの登録を随時行っています。詳しい内容は、社協（ボラ
ンティアセンター）まで。

災害ボランティアセンターの流れ

④送り出し
活動先へは徒歩で向かう場合と

車での送迎で向かう場合があり

ます。

⑤活動報告
活動が終わるとセンターへ戻りま

す。そこで本日の活動内容の終了・

継続の報告を受けます。

・準備、心構えの重要性を再認識した。知人、家族と共

有したい。　　　　　　　　　　　   （参加者男性）

・日頃はあまり考えないが、災害に対する心構えを持つ

ことが本当に大切だと思いました。   （参加者女性）

参
加
者
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　心配ごと相談所は、日常生活で困っていること、悩

んでいることについて誰でも相談できるところです。

　相談内容が外部に漏れることは一切ありませんの

で、安心してご相談ください。

心配ごと相談所のご案内 【一般相談】

　３月12日（水）、３月26日（水）、４月２日（水）、

　４月９日（水）　※いずれも午後１時～５時

【弁護士相談】

　３月20日（木）　午前８時30分～正午（要予約）

　４月16日（水）　午後１時～５時（要予約）

【カウンセラーによるこころの相談】

　３月26日（水）、４月２日（水）

　※いずれも午後１時～５時（要予約）

（３月12日～４月16日まで）

あなたのやさしさを善意の窓口へ―――

預託状況（２月１日～２月28日受付分）

あたたかい善意をありがとうございました

赤穂市善意銀行
マスコットキャラクター

ぜんい君 こころちゃん

●委任預託　 〈敬称略〉

住　　所 預　託　者 金　　額 預　託　内　容

加 里 屋 鍋 谷 　 晴 紀 50,000 亡父（榮一）満中陰志

上仮屋南 匿 名 5,000 車椅子借用御礼

加 里 屋 木 待 　 貞 子 100,000 亡長男（和也）満中陰志

有 年 原 匿 名 3,000 車椅子借用御礼

上 郡 町 三 上 　 芳 範 10,000 福祉のために

加 里 屋 平 治 　 孝 允 100,000 亡義叔母（中川いく子）満中陰志

◎善意銀行受付窓口・・・赤穂市社会福祉協議会◎

歳末たすけあい友愛訪問

　14地域の自治会・女性会・まちづくり連絡（推進）

協議会が中心となって歳末たすけあい運動の一環と

して、ひとり暮らし老人・高齢者世帯2,119人を対

象に、友愛訪問を行いました。

　それぞれの地域で工夫を凝らして行われ、住民の

つながりの輪が広がりました。

福祉の拠点をみんなで支えてください。

【個人】 粟井　鐡芳

・一般会員　１口　500円・賛助会員　１口　2,000円・法人会員　１口　5,000円

賛助会費 ありがとうございました〈敬称略〉

４月から弁護士相談日時が変更になります！

《変更前》　毎月第３木曜日　午前８時30分～正午

　　　 　　　　↓

《変更後》　毎月第３水曜日　午後１時～５時

相談のご予約・お問い合わせは社協まで。
※ 弁護士相談・こころの相談は予約が必要です。
ご注意ください。

ボランティア・市民活動災害共済（市民活動災害共済プラン）のご案内

　この共済（保険）は、加入されたボランティアの方が自発的な意思に基づき、日本国内において

他人や地域社会に貢献するなど、社会的に意義があるボランティア活動中（往復途上を含む）の 

万が一の事故に備えるものです。

● 加入対象者　ボランティア活動者（加入は個人単位）

● 掛金　１名につき500円

● お支払いの対象

・ ボランティア活動中の事故、活動場所への往復途上

やボランティアの学習会、活動の企画・運営会議へ

の参加等

・ 防災訓練や災害地でのボランティア活動（但し、地

震などの天災に起因する傷害事故および賠償事故は

補償対象外）

● 補償内容

〈傷害補償〉 　 ▽死亡＝2,200万円

　 ▽  後遺障害＝程度に応じて死亡保険の100％～

42％ 

　 ▽入院＝日額8,000円（180日限度） 

　 ▽通院＝日額4,600円（90日限度） 

　 ▽  手術＝入院中に受けた場合…（入院保険日額）×

10　それ以外の場合…（入院保険日額）×５ 

　 ▽特定感染症葬祭費用＝300万円限度

〈賠償責任補償〉　

　 ▽５億円（限度額＝対人・対物共通）免責金額なし

〈死亡見舞金〉　 ▽10万円

● 補償期間　平成26年４月

１日～平成27年３月31日

までの１年間

● 加入手続き　 ▽社協受付日

の翌日から補償されます。

▽４月１日からの補償を希

望される場合は、３月31日

（月）までに申し込みをお願

いします。

※ その他にも下記の保険の加入

受付を行っています。

・ ボランティア活動等行事用保

険→１日だけの行事や宿泊を

伴う行事を行う際の補償に便

利です。

・ ボランティア・市民活動災害

共済（天災危険補償プラン）→

活動中の天災（地震など）によ

るケガも補償します。
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